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エペソ　1:1-2
　エペソ書を読み始める。エペソは今のトルコに位置する町で、使徒の働きでは20章に出てくるパウロの別れの言葉が印象的だ。その町の教会の人々を「忠実な」と呼んでいるのは印象的で、コロサイも同様だけれど、コリントなどには見られず、エペソ教会の状態が比較的良いものであったことがうかがい知れる。この手紙は、厳しい叱責を必要とする問題への対処ではなく、信仰生活全般についての、ただしとても重要な事柄がしっかりと告げられているものと言えるだろうが、そのあたりの感想は、これから読み進めていく中で、皆さん自身が感じていただければいい。
 
 
エペソ　1:3
　父なる神がほめたたえられることに、聖書は深い思いを寄せている。もちろん私たち人間からすれば、キリストご自身への思いが強く出てくるのだけれど、それこそ御子の関心としても、称賛、賛美は何よりも父なる神に、というのが基本として示されている。ヨハネ1章にもあるように、むろん私たちとしては御子のほうが身近に思うのだけれど、でも、健康的な信仰姿勢としては、一番意識されるべきは父なる神であることは、心しておいたほうが良い。世の中には、キリストの人柄などに関心を抱いて、それで終わってしまう感覚もあるのだけれど、聖書の指し示す信仰はそうではない。（その点では、聖霊への思いに比重をかけすぎるのも聖書の感覚とはずれがあるのだが。）
 
 
エペソ　1:3-14
　この部分は訳しにくいと言われる文章で、新改訳も第三版でかなり手を入れている。それで分かりやすくなったかどうかは疑問もあるが。大切なことがいろいろ出てくるが、まず、4-5節に顕著な、私たちの救いは神によってはるか昔からあらかじめ定められていたのだ、という言葉に目が留まる。予定と言われる教えだけれど、どうも後の時代の者たちは、こういう言葉を見ると、時間的順序のことにばかり関心が向くようで、議論の種にしてしまう。でも本来の意味合いは、「この救いは神がちゃんと考えて、関わってきてくださったものであって、その場の思いつきでも、たまたまでもないものなのだから、大丈夫、心配しないで、大船に乗ったつもりで任せておきましょう」ということを伝えるのが最大の目的であることを、心に刻んでおきたいものだ。
 
 
エペソ　1:5
　神のご計画によってこそ、ということが強調されているのは、この救いの核心部分とも深く結びつく。つまり、これは決して人の頑張りとか、良き行いとか、あるいは神を崇拝する心に対する見返りなどではなくて、ただ一方的に神が意図し、計画を立て、実行に移された、それゆえにこそ実現していることなのだという点でもある。このことは何度強調してもしすぎることはない。もし、人がそういう神の祝福に心から感謝を覚えるのなら、きっとその人は精一杯神に仕えていくようになるだろうから。
 
 
エペソ　1:7-8
　神の決断によって実現された救いだけれど、そこには神の重大な犠牲が伴っていることを、決して忘れてはいけない。御子の血による贖い、なのだ。神は偉大な主権者であり、世界を自由に動かすことのできる方であるけれど、その神の判断によれば、人の救いには犠牲が必要で、御子の犠牲が必要で、それがなければ助けることはできないのだという覚悟を、神は抱いておられる。それほどに、人が抱えている罪の厳しさ、深刻さは重大なのだということを、助けていただいた喜びと共に、私たちは思い知っていかねばならないのだ。
 
 
エペソ　1:9-10
　幼子たちは、親が自分のためにどれだけ苦労しているかなど知らずに、与えられた幸いを楽しんでいるだけである。それでいい、とも言える。だが神は、私たちに幸せを注ぐだけでなく、そこに込められている神の心と御業を、少しでも知り、理解し、受け止めていくことを願っている。それは神が私たちを心を一つにする友として考えておられるからだ（ヨハネ15:15）。神のかたちとして造られた人間は、神にとっても切に慕い求める相手、であることを、思い知っておきたい。
 
 
エペソ　1:11
　ここも、救いの出来事について、時間的な順番を説明するための言葉ではなく、この救いについて主導権、主権を持っておられるのは神ご自身であることを明示するための語りだということを覚えておきたい。好奇心が強いのか、はたまた重要な点をあえて避けようとしているのか、どうも私たちは神の意図とは別のことにばかり関心を向けてしまうのだが、救いについて考える上で最も大切なことは、一切は神の御手の中にあることだ。それは、自分の力だと言い募りやすい私たちの愚かさを戒め、どうせ自分などとうめきやすい私たちを明確に勇気づけてくれる、決して欠かせない土台であるのだ。
 
 
エペソ　1:12
　聖書の中で、何々のため、という表現は留意が必要だ。「ため」と言われると、原因や目的などを意識するのだけれど、もっと単純に、「それでこうなるのだ」というつながりくらいで受け止めた方がよい場合もある。ここも「それだからこそ、前からキリストに望みを置いていた私たちは喜び勇んで神をほめたたえることができるのだ」くらいのほうが望ましいだろう。そう、神が全てを導いて、担ってくださっているからこそ、キリストに望みを置く私たちは安心して、手放しで、何のためらいもなく、ああ良かったと喜び、神に感謝を申し上げることができる。これこそ祝福ではないか。
 
 
エペソ　1:13-14
　聖霊が信ずる者たちと共にいてくださることは、神の約束が確かであること、間違いなく実現していくことを明確に指し示すものだ。神は御子をこの世に遣わして、世に対する愛を明示してくださった。神は聖霊を私たちに送ってくださり、神の約束は真実だと心から信頼できるようにしてくださったのだ。同時に、聖霊の御業は私たちの様々な足りなさ、弱さを越えて、確実にこの祝福を広げていってくださるものでもある。与えられている幸いの大きさを大いに喜びたいものだ。
 
 
エペソ　1:15-16
　祈りこそ、人がほかの誰かのためになしえる最も大きなことだ。それはつまり、神に期待し、神に委ねることだからだ。そうやって祈るエペソの人々について、ここには神を愛することと隣人を愛すること、の二つの軸が語られている。まさに、キリストご自身が語られた「最も大切な教え」の中身である。私たちの取り組むべきことは様々だけれど、この二つの基軸だけは固く握って、決して手放すまいと心する。
 
 
エペソ　1:17
　17-19節の祈りは、信仰を歩む者にとって非常に大事なものだ。17節には御霊をとの願いが祈られている。人の信仰において、神ご自身の関与が不可欠であることを思い知らされる言葉だ。その際に、何のための御霊か、という点が語られていて、「神を知るため」であるとされていることは、聖霊を思う際に注目すべきことだ。聖書が繰り返し指し示しているのは、聖霊は父なる神を、あるいはキリストを指し示し、その恵みに与ることができるように人々を守り支え、導くことを意図されているという点だ。昨今は他宗教に見られるような神秘的体験とのかねあいで聖霊が引き合いに出されることが少なくないが、それは大いなる誤解なのだ。御霊に寄り頼みつつ、父なる神の御業をこそ追い求めるのが、聖書の示す信仰の姿なのだから。
 
 
エペソ　1:18-19
　人々の信仰が祝されるようにという願いを込めて、この言葉を何度引き合いに出したことか。真剣な人ほど、自分を否定的に考えたり、人間の限界を意識することは多い。それ自体は正しいのだが、同時に、それでも神の御業は人に大きく、豊かに働きかけてくださるのだということを、決して忘れてはならないのだ。そうでないと、結局人は、失望と落胆しか覚えられなくなってしまうだろうし、御業を共に歩むこともできなくなってしまう。慕い求める者たちに、神は豊かに導いてくださることを、よくよく理解し、また体験していきたいものだ。
 
 
エペソ　1:20-21
　私たちが神の約束に期待し、祝福の実現を確信して歩んでいくことができるのは、なんと言ってもキリストの確かさが礎となる。私たちの救い主であり、私たちを友と呼んでくださっているキリストが、死からよみがえらせられ、力強く生きて、この世界を御手のうちに握っておられることを知る時、私たちの期待は、信頼は間違いがないのだと知り得るし、ますます主を求めていくこともできるようになるのだから。ヘブル書でも、人々を励ます要として、キリストの確かさが語られているので、合わせて読み直したい。
 
 
エペソ　1:22-23
　ここで教会のことが出てくるのは、ちょっと唐突にも思える。だが、主なる神への信仰は、単に個々人としてのことではなくて、教会、つまり、同じように主をあがめる者たちと共に歩むものであること、それだからこそ、より深く神を知ることもできるし、信仰の豊かさ体験することもできるし、時に、失望落胆させられてしまうような場面でも、なお、支えられて、立ち直っていくことができる、その鍵になるのは教会の存在なのだ。言い換えれば、教会としてもまた、自分たちが何のために存在しているのかを、こういう言葉を通じて、よくよく確かめていく必要がある。
 
 
エペソ　2:1-3
　福音という良き知らせは、神が与えてくださる救いを約束するものだ。ということは、救われる必要があると自覚しなければ、この良き知らせに心を寄せることもないだろう。それだから、福音は人の状態について語り、罪の中にいることを語り、ローマ3:23にもあるように「神からの栄誉を受けることができず」、もっと言えば、神が与えてくださる祝福を自ら投げ捨てていることを語る。これは罪悪感を抱いているかどうかの話ではなく、病気を治療するための診察、検査結果の部類であって、より真剣に受け止めるべきことなのだ。
 
 
エペソ　2:2
　空中の権威を持つ支配者とはいわゆる悪魔のことを言うのだが、それとの関係について、この箇所の表現はとても重要だ。人は自らの罪過に死んだのであり、自らそういう霊に従っているのであり、自ら欲の中に生きている。そう、この関係は、強大な力を持つ者に無理やり支配されているのではなくて、そちらの側で生きることを自ら望み、自ら選んでしまった結果なのだ。むろん、悪魔と取引したつもりはないだろうが、神を拒むことそのものがこういう意味でしかないのだ。だからこそ、もし人が神を求めるならば、悪魔は決してそういう神との関係に手出しすることはできないのだと知っておきたい。
 
 
エペソ　2:4-6
　この福音を知る上で最も大切な言葉が列挙されている。「あわれみ豊かな神」が、「愛のゆえに」、「恵みによって」、私たちを救い出してくださった。そう、鍵となることはすべて神ご自身の思いであり、決意であり、行動である。人がどうかではなく、神が万端整えてくださったからこそ、この救いは実現する。恵みとは、あり得ないはずの幸いが与えられること、だ。それが良き知らせの核心であることを決して見落としてはいけない。
 
 
エペソ　2:5-6
　キリストとともに生かし、よみがえらせ、とある。救いについて語る時、罪の赦しに焦点を当てて取り上げられることが多いけれど、聖書はその先も含めて語る。そう、罰を免れたことだけではなく、生きる者となりえたことがあってこそ、これは良き知らせであり、救いであるのだ。とすれば、神は慕い求める者たちに、生きる力と道筋を、どんなに深い闇に落ち込んでいる時でも、そこから立ち上がることのできる扉を、必ず用意してくださるはずだ。主によって生かされるのだという絶対の確信は、この信仰とかたく結びついている。不安定さは決してないのだと宣言せねばなるまい。
 
 
エペソ　2:7
　あとに来る世々、をどう理解するかで意味合いが違ってくるだろうが、素直に、後の時代というふうに受け止めたい。どうしようもない状態であったはずの自分が、でも神の恵みによって救われ、赦されて、生かされている。この驚くべき出来事は、他の人々に対する大きな宣言となる。そう、神の恵みはとてつもないのだ、ということの。10節で「神の作品」という言葉が使われるのも、神に造られたということだけではなく、神の素晴らしさを他に示すもの、ということも考えておきたい。パウロは自身についても、第一テモテ1:16のように語っている。立派であること以上に、神によって生かされ、導かれていることの幸いこそ、信仰者としての大事な証、しるしであろう。
 
 
エペソ　2:8-9
　恵みということの意味が、しっかり確認されている。自分の功績ではなくて、ひたすら神のあわれみと愛のゆえに、である。それが本当にわかっているならば、誰かに対して誇ったり、高ぶったりすることはなく、あるいは誰かを支配できるなどと思い上がることもなくなるだろう。人と人との間にはぶつかり合いが絶えない。そんな者たちが真に同じところに立ち得るのは、ただ神の恵みによって生命を得たのだということがあるからこそ。
 
 
エペソ　2:10
　人が、良きものを生み出していくべき存在であるのは、創造の初めからの本質だ。人は、ただ何となく存在しているわけではなく、大事な使命を持っているのだ。ただし、そうやって良く生きたから神の祝福を得るのではない。祝福はすでに与えられていて、それだからこその良い行いであることを間違えてはいけないのだ。良いことをしたら天国へ、というフレーズは、実は大きな誤認を含んでいる。聖書の教える天国は決して「善男善女の行くところ」ではない。そこへの門は恵みによってこそ開かれるのだ。
 
 
エペソ　2:11-13
　エペソ教会の人たちはおもに異邦人であったので、恵みということについて説明する際にパウロはここにあるような話を展開している。相手がユダヤ人クリスチャンだったら、違った語り方をしただろうが。異邦人は従来、神の祝福からは隔絶されたものとして理解されてきた。だが、そんな人々もまた、古くからの神の民と同じように、何の分け隔てもなくこの祝福を受けている。それはこの救いが神からの一方的な恩恵だからだ。さもなければ異邦人はユダヤ人と比較して二流の扱いで終わってしまっていたはず。ここにもまた、恵みによってこその幸いであることの意義が強く指し示されている。
 
 
エペソ　2:14-16
　ユダヤ人と異邦人は、これまでずっと神に関する点でこそ別々のものとして認識されてきたのだが（一般生活では当時のユダヤ人は上手に付き合っていた）、しかしまさに神ご自身によってこそ等しく扱われ、同じように認められ、両者を隔てていたはずの壁は神ご自身によって否定された。いったいこれまで両者を分離させてきた人間たちの思いは何だったのかと愕然とさせられるが、でもこれこそ神の豊かな祝福であることを聖書は力強く語ってくれる。そう、私たちはこの恵みに寄り頼んでいけばいい。
 
 
エペソ　2:14-16
　この箇所の本来的な意味は昨日書いたとおりだが、世界に蔓延する様々な分離、分裂、対立についてもまた、この言葉は強く、重く、そしてまた明るく語りかけるものだ。人の目から見るとどうしようもないほどに崩れてしまっている関係が、しかし、神の恵みによって同じように扱われていくのだということを見る時に、私たちはそこに、人自身の限界をはるかに越えた光を見ることができる。融和など絶対に無理だと言われている状況でもだ。信じがたいことだけれど、でも、生まれながらに御怒りを受けるべき子らが神の恵みによって救い出されたのなら（2:1-6）、希望はあるのだ。
 
 
エペソ　2:16
　神がもたらしてくれる融和は、人と人との関係を良好にするだけではなく、神の祝福をしっかりと受け止めていくために大いに有効なものとなる。人が自分一人でなしえることは限られている。神の祝福を受け取ることについてもまた限られている。でも、皆が共に受け取っていこうとするならば、その豊かさは増大するのだ。自分たちの愚かすぎる思い込みや、一時的な利得や、勝手な対立感情によって、それほどの幸いを無為にしてしまうなど、信じがたいほどの愚行と言わざるを得まい。
 
 
エペソ　2:17-18
　十字架によって成し遂げられた祝福は、異邦人にもユダヤ人にも等しく届けられていくもので、だから主は両者に分け隔てなくこの良き知らせを伝えてくださった。・・・と聞くと、初期の教会がこの構図から逸脱していたことを思い出す人もあるだろう。最初のユダヤ人クリスチャンたちは、この幸いが異邦人にも届くことを予期せず、妨害したことすらあり。人間はしばしば愚かであることを痛感しつつ、それでもなお働き掛けてくださっている神の恵みを大いなる幸いと思う。それは現代まで続くありさまであろうと思う。
 
 
エペソ　2:19-22
　エペソ書は神のからだと呼ばれる教会に注目して語っていくのだが、その大前提として、異邦人もユダヤ人もなく、誰もが神の恵みによって助け出されているという、いわば出発点の確認が必要となっていたようだ。そこが混乱したままでは、どれほど立派な取り組みがなされていったとしても、その教会は決してまともに立ち続けることはできない、という鋭い指摘でもある。神の恵みから他の人を疎外している状態で、神の恩恵を享受するなどありえないことは、ちょっと考えてみれば分かること。ただ人の抱えている現実は、その当たり前のはずのことから大きく遊離してしまっていることを思うと、始まりはどこなのかを必死で語り続けることの必要性は、激しく大きくあり続けるだろう。
 
 
エペソ　3:1
　ここにある囚人という言葉は、他の箇所に出てくる「キリストに捕らえられた者（魅了され、引きつけられ、心を奪われたというような）」という表現とは別で、文字通りの囚人、つまり、キリストによって与えられた使命を果たすことで、支配者たちが捕らえられ、牢獄につながれているということだ。エペソ書は獄中書簡と呼ばれることもあり、パウロがとらわれの身であった時に書き記したものとされる。その姿はキリスト教初心者からすると戸惑いでもあっただろうが、パウロは堂々と語り、この使命の大切さこそが自分の境遇をもたらしているのだという意識が語りかけている。それだけの確信を持ち得るのは何と幸いなことか。
 
 
エペソ　3:2-5
　当時のユダヤ人が抱いていた、神の祝福はユダヤ人のみのもの、異邦人は除外という意識は、彼らにとって昔からの常識だった。だからパウロの言動に強く反発もしたのだ。本来はそれは、すでに旧約に指し示されていたことなのだが、あいにく人の心はその真実を悟れるほど澄んではいない。だから、聞かされるまでは気づかなかったとしても、それは仕方がない。聖書に記されている限りでは、神もそれらの人々を責めている様子はない。ただ、伝えられて、そのことを率直に旧約と照らしつつ確かめ直していくならば、きっとそれが真実であることを悟れるはず。その努力を怠って、前例という自分の思いこみにしがみついているだけだとしたら、それではどうにもならない。神の前に生きようとする限り、心を開いて神の言葉と向き合うことは欠かせない。それが見失われてしまうから、事態は混迷するのだ。
 
 
エペソ　3:6
　ここで改めて、福音の核心（あるいは出発点）は何であるかということが語られている。ユダヤ人も異邦人もなく、ただキリストの贖いによってこそ、すべての人は同じように救いを与えられていくのだというこの教えは、単に民族意識の善し悪しとか、他の人を差別するかどうかだけではない、神から与えられている祝福の意味合いをしっかり受け止めているのかどうかという、最も重要な土台部分を問うものだ。もしそれが見失われてしまうなら、私たちは救われ得ることの確信も何も、すべて失ってしまうのだから。
 
 
エペソ　3:7-13
　パウロはもともと教会を迫害した者であり、その経歴からすれば福音宣教においてもさほど大きな役割を果たすことにはならなかったはずだ。何もパウロを引っ張り出さなくても、良き伝道者はいた。ただ、パウロはその出身のおかげでギリシャ世界との関わりがある。ユダヤ生まれのクリスチャンたちよりも異邦人の感覚を理解できる。同時に彼はユダヤ的な教えについてもみっちり仕込まれていた。旅から旅へと暮らすこともできる人でもあった。それだからこそ、彼は福音の奥義を指し示していくための大事な役割を与えられた。人には、その人にこそ与えられている何かの資質があるはずだ。それを生かしていこうとするならば、きっと誰かのために良き祝福を届けることができる。そう信じ、期待して歩むのか、それともどうせ私など、と言うのかの違いは大きい。
 
 
エペソ　3:9
　奥義の実現は、パウロが救い出されたことと、こうして用いられていることの中に見られる。つまり、行いによらず、功績によらず、ただ神ご自身の犠牲と、そこから発する恵みによって、救いの幸いは与えられ、神の前に生き進んでいく道が開かれていく。その実例としてパウロは、自らの姿を人々の前に指し示し続けている。彼の語る言葉は時に厳しいが、その大前提としてこの恵みの体験があることを見逃さないようにして、読み進んでいきたい。
 
 
エペソ　3:13
　苦難とは捕らえられていることだが、パウロは自分の境遇が人々にとってつまずきになることを、強く案じていたようだ。パウロ先生のように神の守りと祝福の中にあっても結局捕らえられてしまうのか、というふうに見られてしまうと、神への信頼や期待が薄れる懸念が出てくる。現状についてはパウロ自身が苦悩していただろうが（自由に伝道活動に飛び回れないのだ）、でも彼はこの事態の中に神のご計画があることを悟って、ゆえにこそ決して諦めず、挫折感にもならず、今の自分にできることを精一杯しながら神の時を待つという生き方をしている。これはエレミヤなども語っていた信仰姿勢である。
 
 
エペソ　3:14-19
　パウロが繰り返し祈っているのは、人々の信仰が守られ、強められていくこと。そのためにはどうにかして人々が神にある祝福の確かさと豊かさ、力強さを知っていくことが必要で、そう切に願い続けている。残念ながらこの世にある限りは、様々な困難や理解しがたい事柄は起こる。だとしたら、それでもなお豊かに働き掛けてくださる神の幸いと信頼性を、堅く握りしめていなければ、それら環境の圧倒的な勢力に押しつぶされてしまうのだ。神の全能の力を信じることは、この世に生きる信仰者にとって欠かすことのできない要素なのだ。
 
 
エペソ　3:19
　人々に指し示されている神の豊かさは、単なる力ではない。嵐を鎮め、海を分けるような力は確かにすごいが、そういう物理的な強さが神の力の真骨頂ではない。あれらの奇跡も、その目的はあくまでも人々を助けるため、守り支えるためであって、その部分、つまり人々に対する愛の深さこそが、神の偉大さの核心だ。何しろ神は、このような罪深き者たちをそれでも諦めず、見放さずに、犠牲を払ってまで助け出してくださっているのだから。その愛にこそ最も強き力があることを思う。
 
 
エペソ　3:20-21
　神の栄光がたたえられ、祈られているわけだが、冷静に考えれば、何も私たちがどうこう言わなくても、神の栄光は揺るぎないものだ。こういう祈りや賛美は、むしろ人間たち自身が、ますます神の偉大さの中で恵みを与えていただくことを思う祈りであろうとも思う。だからこそ私たちとしては、断固として、確信を持って、明確に、神への賛美を語り続ける必要がある。そのこと自体が私たちの信仰の表明であり、そしてまた、神の幸いの中を歩み進んでいくぞという覚悟、決意の表れとなるのだから。
 
 
エペソ　4:1-3
　エペソ書は教会について語る手紙でもある。それも仕組みの話ではなくて、その本質は何かということが問いかけられているものだ。ここではキリストによって救いを与えられた者として、他の人のことをよくよく心にかけて、大切に関わり、互いの幸いのために精一杯尽くし合うことが指し示されている。キリストはたくさん赦された者として他の人を赦せと教えられたが、互いの恵みのために関わり続けることは、神から恵みを受けた者としての基軸とも言える姿であるのだ。
 
 
エペソ　4:2
　互いに忍び合いと語られているところに、人の抱えている深刻さを思う。聖書は人の姿について楽観的ではない。そこには常に深刻な課題があり、互いを傷つけ合う危険性があることを意識している。その上でなお、他の人のために尽くすこと、犠牲を払うことを求めているのだ。その根底には、神が守り支え、道を示し、力も備えてくださることがあるからだ。人自身の努力で達成することを意図しているのだとしたら、こんな教えは無謀だ。2:10にあったように、神がそうさせてくださるからこそ、の道筋なのだ。これを見失うと、壁にぶつかり、挫折感を覚え、崩れてしまうだけだ。
 
 
エペソ　4:4-6
　一致を成り立たせるためには、二つの要素が必要だ。まず、自分たちが何を共有し、同じであるのか、である。列挙された一つ一つが大事な意味を持つが、ひとまとめにするならば、自分が今ここにいることはただひたすら神の恵みによってなのだ、と言える。もしこの恵みが失われてしまうなら、自分自身の一切があっという間に瓦解する。そのことを知っている人々同士は、自分たちの根幹がすでに一致していることをよくよく分かっているはずだと、パウロは読者に問いかける。それは全ての信仰者に関わりのあること、である。
 
 
エペソ　4:7-11
　一致を成り立たせるもう一つの要素は、それぞれの賜物や状態、取り組みなどには多様性があって、それは神ご自身が与えられた種々雑多であることをちゃんと受け止めることだ。神は全ての人を同じにはしなかった。土台は同じだけれど、個々の生きる姿は様々になさった。とすれば、もし他の人の有り様が自分とは違うからといって否定するのなら、それは自分自身の有り様をも否定し、何よりも神の御業と御心を否定することになる。この多様性を認めていてこそ、人と人とは真に一致できる。神の語る一致は画一性ではない。
 
 
エペソ　4:7-8
　神が意図されているのは、人々に賜物を分け与えることなのだと記されている。人の様々な営みは、まず神が豊かに賜物を与えてくださって、それから始まっていくということだ。聖書には、良きことを行えという教えもあり、神の御心に従えという教えもある。だがその全ての始まりは、まず神がそのために必要な力も才能も、しっかりと用意してくださっているからこそ、である。この点を忘れてしまうと、神に無理強いされているように思ったり、自分には無理だと絶望に陥ることにもなるだろう。
 
 
エペソ　4:9-10
　キリストが「低いところに下られた」ことは、話の流れとしては、ここで触れなくても構わないものかもしれない。ただ、その点が指し示されることによって私たちは、自分がどれほど低迷していたとしても、それでもなお希望はあり、確かな進展があのだと確信できる。キリストはご自分だけ高みに向かわれて満足のはずはなく、人々をも伴って、一緒に進んで行かれる方なのだから。信仰者にとって自らの足りなさを痛感して嘆くことは必要だが、同時に、それでもなお道はすでに開かれているのだという点を確信していくことも決して欠かしてはいけない。
 
 
エペソ　4:11
　神が与えてくださっている賜物は、ここに出てくるような立場のことだけではないのだが、あえてこの類のものが例示されているのは、エペソ書が教会を意識して書かれていること、また、こういう立場の人々には賜物や自ら立ち位置についての誤解と混乱が生じやすいからだろう。一致を語るわりに、真の一致（共通点を確かめ、賜物の違いを認め合うこと）を忘れてしまいがちなのが、これらの者たちに多く見られる姿であるとご存じだからこそ、神はこのように呼びかけてこられる。
 
 
エペソ　4:12-15
　12節から、人々を叱咤激励して活動に邁進させる、ことが自らの役割だと考える牧師たちがあるとすれば、それはこの箇所の誤用である。話の筋からも、これらの指導者たちに求められているのは、人々が自らに与えられている賜物の幸いをちゃんと受け止めていくことができるように、そのことに喜び、勇気を抱き、希望をもって進んでいこうとするように、間違った自信や、あるいは失望感に陥らないように、そのように助け導くことこそが、最も問われている使命と言えるだろう。もし、そういう信仰理解が広がれば、確かに御心にかなう良き業は、この世界に多くの祝福をもたらすのだ。
 
 
エペソ　4:14-15
　困ったことに、誤った教えは常に流布されており、人々を異質な信仰姿勢へと誘い込もうとする。その結果は混乱と対立と、そして傷つけ合い、自らも他の人も滅ぼしてしまうようなものとなる。そういった悲しみと痛みを避けるためにも、私たちは神が与えてくださっていること、神が導いてくださっていることを、しっかり心に受け止め、理解していく必要がある。信仰を生きるとは、単なる熱意とか、神様万歳的な情熱だけでは足りないのであって、御心の真意を尋ね求め続けることが必要だ。これは学びのための学びではなくて、幸いに生きるための大事な土台であるのだから。
 
 
エペソ　4:16
　からだ、なのだけれど、この言葉を読んでいると、竹を組み合わせて作り上げられた建物のイメージが思い浮かんでしまう。しなやかに強く、それぞれがピンとまっすぐ立っていこうとしているものを、上手に寄り添わせ、必要に応じて緩やかに曲げて、それがしっかり結び合わせられることで、頑丈な建造物が生み出されていく。大風の中でも上手に揺れ動いて凌いでいく。そんな感覚は、神にあって結び合わせられている人々の豊かな力と、よく似合っているように思うのだ。そんなふうでありたいと、切に思う。
 
 
エペソ　4:17-24
　一致の話が語られてきて、ここからは個々人の生き様に関する教えが取り上げられている。話が切り替えられて別の話題に移るのは不思議でも何でもない。ただ、「そこで」と話をつなげていることの意味を考えると、大切な一致が成り立っていくためには、まずは自らを適切に律して、まっとうな生き方を目指していくことが欠かせない、ということか。自堕落に生きておいて、一致なのだからこんな私のことも受け入れてよね、と要求するのは筋違い。いや、赦しと寛容は必要だが、それを自堕落に生きている者が相手に要求するような構図は、聖書の言う赦しや寛容、一致の関係からは大きくずれている。
 
 
エペソ　4:17-20
　当時の社会で、異邦人社会がかなり乱れていたことを考慮する必要がある。ユダヤ人社会は戒律的な抑えではあったにしても、自堕落な生き方によって自分も回りも傷つけるという状況を、いくぶんか回避できていた。それだから立派ということではないが、すべてを崩してしまうような忌まわしき言動を制御することは、良きものを願うのであれば最低限のことだ。神は私たちに良きものをもたらしたいと願っておられるからこそ、厳格にも教え諭すのである。
 
 
エペソ　4:21
　この一言は辛辣だ。神を信じている、神を大切に思っている、と言いつつも、その実態が全く別の方を向いているとしたら、それは一体何なのか、ということだ。マタイ8:21-23やヤコブ2章でも同じことが指摘されている。立派であれと言っているわけではない。人がしばしば間違いを犯すことを神はご存じだ。でも、そういう自分たちのあり方を悔いて、神に助けを求めているのか（ローマ7章とか）、それとも神の心を顧みようともしていないのかの違いは決定的だ。イエス様がパリサイ人を厳しく断罪したことを思い起こす。
 
 
エペソ　4:22-24
　脱ぎ捨てて、身に着るという言葉から、こんなことを思い浮かべた。スーツというものは本来、体型をカバーしてかっこうよく見せるためのものだと聞いたことがある。筋骨隆々、彫刻のような体型を持てるのは限られた人だけだが、ふさわしい衣服を用いれば大いに補っていくことができるのだ。もっとも、だからスーツに着心地の良さを求めるのはほどほどに、だそうであるが。人の本質を大改造するのは、少なくとも本人にはできないことだ。でも、自らの作り出した不具合なものは捨てて、神が与えてくださるものを用いていくならば、足りないところだらけの人間もまた、十分に見栄えのする、あるいは人の役に立てる者になり得る。神の助けを無視して自己鍛錬のみを追求するのは、この信仰のあり方とはだいぶ違う性質のものだ。
 
 
エペソ　4:25-32
　他の人との関わりの中で問われていくことがいくつも出てくる。信仰を生きるとは神を愛し、隣人を愛することだから、どのような関わりを目指していくかはとても大切だ。自分一人の生き様ではなくて、その関係がどうなっているかを確かめることもまた、我が身を省みるための大事な指標と言える。いくら立派に生きているつもりでも、もし他の人々との関わりが良くないのだとしたら、病巣は必ずあるのだと考えたい。初期のクリスチャンたちは、その信仰については人々の理解を得られなかったけれど、それでも尊敬されていたのであるから。
 
 
エペソ　4:25
　この箇所、せっかくなのでゆっくりたどってみる。真実を語るとは何でもあけすけに言うことではないが、でも、偽りをもって相手をたぶらかし、ごまかすことではない。うまいこと操作して乗り切ってやろうではなくて、真摯に向き合う中でこそ、その関係は培われていくのだ。真実ということについて、聖書はとても大きな価値を語る。神ご自身が私たちに対してまっすぐに向き合ってくださっているのだから、これを基軸にしてこそこの世界はふさわしく動いてもいくのだ。軸をずらしてしまったら、どうすることもできないのだと、心に刻んでおく必要がある。
 
 
エペソ　4:26-27
　何か問題が生じた時に怒りを覚えること自体は、感情を持つ存在としては自然なことだ。だが、反応としての怒りと、それを継続させて相手を憎むようになることとは別のものだ。多少の時間はかかるだろう。それでも、自らの怒りを正しく律することは必要なのだ。創世記4:6-7も参照したい。出発点としては妥当なものでも、いとも簡単に悪へと落ち込んでいくのが、人の罪深き性質でもあるのだから。
 
 
エペソ　4:28
　盗みの話は、聖書によく出てくる。おそらく日本の感覚とは違うのだろう。現に世界的に言えば、盗みが当たり前に横行している社会は少なくない。背景には、単なる道徳感覚だけでなく、生活の貧困も関わっているというのが、この節の認識でもある。だからこそ、しっかり働くことは必要だ。と同時に近現代においては、ちゃんと働く者がちゃんとした報酬を手にできるような社会の形成もまた、深刻な課題だ。もし、そういう対応を怠るならば、雇い主の側はまさに盗んでいる、ことになる。
 
 
エペソ　4:29-30
　言葉は、軽く発せられていくものであり、一方で、深刻な傷を負わせるものである。だから聖書は繰り返し、言葉について警告を発している。神の恵みに満ちた言葉によって幸いを得ている者として、言葉についてはよくよく真剣に取り組む必要がある。もし、そういった心構えを怠るならば、それは聖霊を悲しませるものとなる。格別に聖霊を、と言わなくても、キリストを、でも神を、でも当てはまるのだが、聖書においてはより密接な位置づけとして語られることも多いのが聖霊なる神、である。
 
 
エペソ　4:31-32
　隣人を愛せ、という教えは、このように深刻な言葉でも語られている。激しい対立や憎しみ、相手を拒絶する攻撃性。もしかすると、それは相手のほうが悪いためかもしれない。でも、それなら仕方がないと言ってしまうならば、もはやそこに何の可能性も見出されはしない。人は元来、問題を発し続けているものだ。責める理由などいくらでもある。良い相手との融和ではなく、厳しい相手との関わりが問われているのは、私たちが関わる相手が人間であるならば、それが避けて通れないものだからだ。
 
 
エペソ　5:1-2
　信仰の歩みにとって、すべての始まりは神に「愛されている」こと。そして、注がれた愛はそこで留まってしまうものではなく、先へと広がっていくようになるのが、神の愛というものの性質。この前後にある様々な教えは、愛されていることと、そして誰かを大切に思い、愛する心からこそ問われているのだということを、しっかり心に留めつつ読んでいきたい。さもなければ、ただの戒律主義に陥ってしまうだろう。
 
 
エペソ　5:3-7
　ヤコブ書にもあるように、言葉は容易に俗悪になり、人を傷つけ、自分をもおとしめていく。堅苦しさを要求しているのではない。喜びと楽しみは神の本質でもあるから、皆が緊張して堅くなっているのではなく、笑いさざめく世の中でありたい。でも、それらの笑いが人を明るく励まし、楽しくさせるものか、それとも下卑たものかの判別は、それほどむずかしくはない。悪を避けようとすること以上に、良き言葉は何かを精一杯追い求めていくことが鍵になりそうだ。
 
 
エペソ　5:7
　多くの人の実感だろうが、塩気というものは容易に消えてなくなるものだ。回りがどうでも、自分がしっかりしていれば、というふうに考えやすいが、あいにくそううまくはいかない。とは言え、それなら世俗から離れて隠遁生活をするのか。いやいや、聖書はそんなことは教えていない。信仰者はやはり俗の中にこそ生きるのだ。そういう関係を断ち切ることはあり得ない。だからこそ、真の仲間、神の前に共に立ち、共に教えを尋ね求め、互いに励まし、戒め合う良き仲間をしっかりと持ち続ける必要がある。そういう関わりが薄れてしまったら、人はあっけなく染まっていくのだから。
 
 
エペソ　5:8-14
　闇に勝つ方法はとても分かりやすい。そこに光があればそれでいい。遮るものさえなければ、光は闇を完全に駆逐する。事態を好転させる方法は明解だ。神を求め、神に頼り、神の導きに従い、そして、神と共に生きることを喜びとしていれば、そうすれば闇は退散せざるをえない。理念的には、光と闇が押し合いへし合い戦っているという図式も成り立つが、現実は違う。闇は光には決して勝てない。だから、光の子どもらしく生きるための方法は、はっきりしている。
 
 
エペソ　5:15-17
　光を失えば闇になるのだから、神の御心を見失えば私たちの歩みは堕ちてしまう。創世記3章や箴言29:18でもこのことが警告されている。神は渡した父呼びかけてくださっているのだから、それを無視して放り出すのは、まさに「愚かになる」ことでしかあるまい。たいしたことはない、とのんきに構えていられるほどこの世は安らかではないことを、聖書は繰り返し指摘している。それにしても、18-19世紀の人々のような楽観主義は捨てて、この世に厳しさを実感している現代人は多いのに、御心への関心は相変わらず薄いのは、まさに愚かであろうと痛感する。
 
 
エペソ　5:18
　様々な思惑を横に置いて言えば、聖書は飲酒について特に何も語ってはいない。ただ、酩酊については強く眉をひそめ、良くないと告げている。物理的に言えば、飲酒で全く酔わないということはないのだから、どこからが単なる酔いでどこからが酩酊なのかの判別は難しいし、だからこそ、酩酊がひどかった社会においては飲酒そのものを避けることが呼びかけられもした。状況はどうであれ、このテーマについては聖書の言うとおりに、飲酒の是非を議論するのではなくて、酩酊という問題としてこそ取り上げられるのが良いのだと思う。
 
 
エペソ　5:19
　前の節が酔うことに関するものなので、話の続きとして考えるならば、酩酊に走るのではなくて心から歌い賛美することを、その代わりとして推奨しているようにも見える。もっとも、音楽への陶酔を酒の代わりにしてしまったら、酩酊の問題性という観点からすれば、結局似たような弊害も生ずるわけだが。音楽的な様々な効能を大いに発揮していくことは良いことで、それらをあえて制限して質素にする必要はない。ただ、それらがまさに音楽としての豊かさを味わっているのであって、何か信仰的陶酔の類と混同しないのが良いだろう。
 
 
エペソ　5:19
　さらに言えば、この箇所は17節の「御心を悟る」こととの繋がりもある。ここで取り上げられている賛美などは旧約の詩篇など、当時の社会で、神の言葉を人々に届けるために用いられていた部類のものだ。そこに音楽的心酔が伴っても良いのだが、その核心においてはやはり、神の御心を人々に伝えていくという意味合いがあることを考えておきたい。何も聖書の言葉そのままでなくても良いけれど、賛美と言う限りは、その内容は常に聖書の示すことと合致するものであるのは大事だ。
 
 
エペソ　5:20
　物事を健全にしていくのは、理念としてはよく分かるのだが、実際の取り組みとしてはそう簡単ではない。その秘訣の一つは、ここにあるように、神への感謝が常に伴うこと、だ。そういう部類の思いであり、取り組みであるならば、多少のぶれがあったとしてもなお、神ご自身は私たちの言動を整えていってくださる。いや、感謝というものは、そういう神の関与をちゃんと受け取っていくための私たち自身の姿勢を整えるためのもの、でもある。ピリピ4:6-7も参照したい。
 
 
エペソ　5:21
　新改訳ではここまでが一つの段落になっているが、22節からに加えるものもある。まあ、それぞれの主張がぶつかり合う混乱から御心への服従という転換からすれば、互いに従うことは結論でもあるし、そしてまたこの後の夫婦の話の切り出しとも言えるので、区分けはどちらでもいい。ただ、愚かにならないで光の内を歩もうとするならば、人と人との関係をどうするかは、非常に重要なものではある。だから22節からは、夫婦というテーマを考える際にのみ読むのはかなりもったいないことだ。
 
エペソ　5:22-24
　従え、という教えを、支配されよ、というふうに読んでしまうと、事態はますます混乱する。キリストのなさり方は奴隷の所有者ではなく、羊飼いとしてのものだ。つまり、自分の利益のために相手を使うという支配ではなく、相手の幸いのために良い方向へとリードするものだ。そういう導きについていくのは幸いでしかあるまい。もっとも夫たちはそこまで確実な導きができるわけではないので、そこは妻と羊は違うわけで、互いに補い合い、支え合って、良き道を共に求めていくことになる。そういう関係を指し示すための「従え」である。この時点ですでに夫に対する要求がとても重たいことに気づかせられる。
 
 
エペソ　5:25-27
　夫に対する命令は、キリストのように自分のからだをささげて妻を愛せ、ということである。キリストはそのために十字架での死をも受け止められたのだから、こちらの要求が非常に厳しいことは一目瞭然だ。実際にどこまでできるか、自信のない人は大半だろう。でも、神が指し示されている良き関係は、こういう覚悟を伴ってこそであるのだと自らに戒めつつ、夫婦という関係に向き合うことを、聖書は教えている。
 
 
エペソ　5:26-27
　キリストが人々をリードし、人々のために犠牲を払っていく理由、動機は、まさに人々の幸いのためであることが、力強く語られている。人と人との関係もまた、相手の幸いを切望し、何とかしてそれが実現することをと願う中でこそ、良い方向へと進んでいくことができるのだと、心に刻んでおきたい。念のため、自己犠牲だけでは足りない。そこで思いが留まるなら、それはあくまでも自分のため。相手に祝福が届くことこそが最大の願いであることを忘れないこと。
 
 
エペソ　5:28-31
　愛することの意味合いを語る聖書の言葉には、「自分自身と同じように」という説明がついている。昨今は自分を大切に思えない人が増えていて、この説明が成り立たなくなっていることもあるが、通常、人は当たり前に利己的である。ここではその是正についてはここでは触れず、人の本音を利用して道を指し示している。もし人が他の人を、配偶者を、自分自身のように愛せたら、この世界は激しく変わることだろうが。
 
 
エペソ　5:31-32
　夫婦については創世記でも語られていること。ただ、キリストと教会とを指して言っている点はかなり考えさせられる。両者は一体と言われている。教会が挫折しても神には差し障りないのが当たり前。人のなすことはあまりにもひどいのだ。でも、夫婦のように一体だと言われたら、それはつまり、神は全ての責任を担われるということだ。人間の抱える問題性をいくらかでも知る者なら、このような呼びかけはあり得ないような事態であることを痛感するはずだ。
 
 
エペソ　5:33
　夫に求められているリードの責任は、物事について判断し、良い道を選択するということ以上に、この夫婦の間に良き関係を築いていくことにあると考える。つまり、互いに良き語り合い、互いを思い合う関係が成り立っていないとすれば、そのことが夫の指導性の欠落。ぶつかり合いはあるだろうが、それをふさわしく整え直すのが夫の使命。結論そのものをリードする以前に、夫婦の関係を整えることにこそ、夫の重大な姿勢はある。
 
 
エペソ　6:1-3
　親を敬うことについては、十戒に含まれる他の戒めと決定的に違う点がある。それは、見返りが約束されていることだ。正しい教えは、当然にそうすべきものであり、ご褒美の有無など関係ないのだけれど、この点だけは良き結果が伴うぞ、と語られていく。親子の関係、ひいては人と人との関係が良好であることは、この世界の、人生の、何よりの幸いであることを、聖書は切に呼びかけているのだ。むろん、見返りなどなくても、なのだけれど、なおさらに、と心したいものだ。
 
 
エペソ　6:4
　従え、と子どもに告げた上で、親に対しては大きな責任を課している。聖書が語るのは決して、黙って従え、ではないのだ。このことは、神と人との関係を見てもはっきりしている。世の中にはわがままな神々がたくさん語られているけれど、主なる神は違う。最も確かな方として人々の前に立ち、愛情とあわれみあふれる方として人々を包み込み、人々の罪を贖うためにその罪過を背負ってくださる決意と覚悟、実行。神は権威によって従わせるのではなく、人々が従わずにはいられないような関わり方をしてくださっている。人である親にはそこまで完全にはできないだろうが、そういう願いと決意を持って関わる必要はあるのだ。
 
 
エペソ　6:5-9
　聖書が奴隷制度について語るのを読む際には、これは決して人種差別ではないことを覚えておいたほうがいい。かつて、人が奴隷になるは、戦争に負けたり、罪を犯したり、あるいは借金を背負ったがゆえに、である。だから、心から尊敬していた人が奴隷に身を落とすこともある。自分自身もそういう可能性はあるのだ。確かに奴隷は主人の持ち物であり、時に、その扱いは過酷だ。それでも、肌の色で差別し、奴隷になって当然のように扱われてきた昨今のものとは明らかに違う。だから制度の改変ではなく、心ある対応を教えている。もし、当時の奴隷がそういうものだったら、聖書はその廃止を厳しく語っただろう。
 
 
エペソ　6:5-8
　奴隷への勧告は、奴隷だからという部類の話ではなく、使用人でも、あるいはこの社会に生きるどのような立場の人にでも当てはまる内容だ。人はそれぞれ、自分のなすべき務めを、心から、誠実に、主に仕えるようにして取り組むべきなのだ。8節でも、この話は奴隷でも自由人でも同じ、と説明されている。そう、これは奴隷だから従え、ではなくて、人として誠実にその務めに励むことを指し示しているものなのだ。それは仕事に限らず、この世界との関わり、人々との関わりにおいても言える。
 
 
エペソ　6:9
　人種を固定した差別ではなくても、所有者となる主人たちは、やはり相手を見下しやすかった。だからこそ、神はそれらの主人たちに、強く、厳しく、道を踏み外すなと戒めている。旧約の律法でも、家畜扱いになりがちだった奴隷の処遇について、そうとう踏み込んだことが定められていることを読んでいただけるだろう。何にしても、最も大切なことは、人は神の前にいるのだ、というこの現実だ。神を恐れる者としてこそ、人はまっとうに生きることができる。
 
 
エペソ　6:10-13
　「指輪物語」という小説の中で、悪の指輪を利用して、強大な敵を倒そうと考える者たちが出てくる。だが、指輪を制御できるだけの力を持つ者は、断固として拒み続けて言うのだ。「もしも私がそれを使ったら、確かに敵を倒せる。だが、別の種類の悪の帝王が誕生するだけ。何の解決にもならない」と。人がもし、自分たちの力で悪魔に立ち向かえたとしても、それでは何の意味もない。神ご自身に導かれてこそ、その戦いには真の意義が見いだせる。安易な勝利を目指したくなるのは人の常だが、その誘惑には必死で抵抗しなければならないのだ。
 
 
エペソ　6:14-18
　ここには神にあって戦う際の武器、手段が紹介されている。特別なものではない。信仰を生きるつもりならば、ごく当たり前に手にするはずのものばかりだ。でも、その当たり前が忘れられてしまうことを、こうして読み直していくと痛感する。せっかくなので、一つずつ辿ってみることにするが、まずはこれらが日々の信仰をごくふつうに生きる中でこそ見出されるものであることを、覚えておきたい。
 
 
エペソ　6:14
　まずは「真理の帯」だ。腰にしっかりと帯を締めるのは、身体の調子全体を整えるのに有用なことだ。ここがしっかりしないと力も出ない。で、そのために必要なものは真理である。ごまかしを積み重ねても何の力にもならないし、ただの自分勝手でも意味をなさない。ローマ12:2を参照しつつ、真のものは何かをちゃんと追い求めていくことこそ、私たちが確かな力を持って生きていくための要であるのだ。
 
 
エペソ　6:14
　次は「正義の胸当て」である。胸当ては身を守るためのものだ。大事な心臓を一突きされたら、どんなに身体を鍛えていても助からない。そのためには正義が必要だと告げられている。正義とは、単に正しいことではない。これは他の人の幸いを守るために奮闘することを意味する。その人を悪から守り、その人が良きものを手にするためにこそ戦う。そういう意識を基本的な思いとしている時こそ、自らもまた守られていくことになる。人を愛することは、この信仰にとって最も基本的な内容なのだから。
 
 
エペソ　6:15
　足にはくものは、より良く歩いたり、走ったりできるためのものだ。戦いに向かう際に、足に重しをつける人はいない。とは言え、ここでは軽快であるための心得が語られているのではなく、平和の福音が鍵だと告げられている。ローマ10:15を思い起こすのだが、神の祝福を人々に届けるための行程こそが、私たちの歩みを確かなものにする、何よりの力であるのだ。それは決して妨げなく進めるということではない。妨害はあるだろうし、悪路もあるだろう。でも、良いことの知らせを伝える者の足は、必ず前に進んでいくのだ。
 
 
エペソ　6:16
　大楯は、射かけて来る矢を防ぐためのものだ。一連の武具の中では、はっきりと敵の攻撃が言及されているものである。では、どうすれば守られていくのか。それは信仰によってだとある。私たちの信じる力とか、信念の強さということではない。そんなものはあっさり射貫かれてしまう。信仰、つまり、神に頼り、神に守ってもらってこそ、である。私たちがなすべきことは多々ある。だが、私たち自身が守られるかどうかは、ひたすら、神に頼るのみなのだ。
 
 
エペソ　6:17
　かぶとは身を守ると共に、自らの存在を指し示すものでもある。日本の戦国時代の武将はその顕著な例で、皆、風変わりな工夫を凝らしたかぶとを身につけて、自分の存在を戦場に示した。私たちの存在を成り立たせるのは、ただ神の救いである。自分の努力でも功績でもなく、神が恩恵として与えてくださった救いを受けていることこそが、私たちの誇りであり、喜びであり、基盤である。私たちが最も大事にしていることは、信じていることよりも、救われていること、である。
 
 
エペソ　6:17
　ようやく攻撃のための道具が登場する。それは神の言葉である。物事を実現するための手段は様々あって、それこそ悪の指輪を使う方法もある。だが、私たちが用いるのは神の言葉である。聖句を呪文のように唱えるのではなくて、神の言葉に教えられ、導かれ、どうあるべきかを、この言葉にこそ沿って進んでいく。そういう生き方こそが、悪魔に対する最も強力な攻撃であるのだ。悪魔を倒すことではなくて、人が神の前を確かに歩むことこそが、この戦いの勝敗を決するものとなる。
 
 
エペソ　6:18
　こういった戦いを成り立たせるものは、神への祈りであると告げられている。呪文の類とは違うので、祈りそのものの力ではなく、神が応えてくださることによる力である。だからこれは、自分の願い事を語るだけではなくて、他の人々のために祈ることも大事な要素となっていく。この祈りは、この戦いが自分一人のものではないことをも思い出させてくれる。私たちは、神のもとにあって、他の信仰者たちと共に歩み、共に戦い、共に前進するのだ。そういう仲間なしに、信仰は立ち得ない。
 
 
エペソ　6:19
　パウロ自身も戦いの最中である。獄中という意味でも、宣教の生涯という意味でも。だからパウロは人々に、自分のために祈ってほしいと願っている。そうしてもらうことが自分自身の戦いにとって欠かせない力であるからであり、そしてまた、エペソの人々にとっても豊かな力になるからだ。しかも願っていることは、他の人に福音の幸いを届けることについて。ということは、この類の祈りは三者の幸いを願うものとなるのだ。
 
 
エペソ　6:20
　ここで改めて、パウロが獄中にいることが告げられている。そんなことはすっかり忘れてしまうほどに力強い呼びかけがなされてきたのだが、現実にはパウロは捕らえられている。そのことは各地のクリスチャンたちにとって戸惑いであり、落胆でもあったろうが、こうして手紙を書き送りながら、パウロは人々を励まし続けている。事態は決して楽ではないけれど、信仰を生き抜くことこそが勇気と活気をもたらす礎となり得るのだ。
 
 
エペソ　6:21-22
　手紙だから、当時の事情が時折、顔を出す。おかげで私たちは、これらの教えが単なる机上の話ではなくて、実際の歩みの中にあったことを見ることができる。ここではテキコという人物がパウロのもとからエペソに派遣されて、両者の様子を伝え合う役目を果たしていたことが書かれている。信仰とは、正しい教えが届けられるだけではなく、お互いを思い合い、励まし合い、慰め合い、愛し合う関係が組み立てられていってこそ、しっかりと根付いていくのだ。4:16を読み直したい。
 
 
エペソ　6:23-24
　手紙の終わりは、いつものように祝福を祈る言葉である。愛という要素が強調されている。朽ちぬ愛、という表現は聖書の中でもここだけである。これが神による愛の話ならば、まあなじみ深いものだが、ここでは人が神を愛する時のことについての話なので、なおさら注目できる。人自身がそんな確かなものは持ち得ないことは、皆、よく承知していることだからだ。それでもなお、朽ちぬ愛、と言われるのは、そこまでせずにはいられないほどに、神がしっかりと握りしめてくださるからこそ、であろう。神が事を動かし、人がそれに応じていく。この手紙が語り続けている道筋でもある。
 
 
 
 

※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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